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9 月 30 日（水）と 10 月 1 日（木）にしろうま保育園で運動会が開催されました。
9月 30 日はあいにくの雨により中断となってしまいましたが、翌日には雨も

上がり、園児は元気いっぱいにゴールを目指して走ったり、一生懸命綱を引い
たり、練習したダンスを披露したりしました。
今月は姉妹都市からも運動会の記事をいただきました。みなさんもスポーツ

の秋を満喫しましたか ??



※単位：決算額－千円、構成比－％（　　）内は増減率－％
※国の決算統計による数値

国庫支出
148,075千円
3.3％（▲18.9％）

県支出金
243,775千円 5.4％（▲4.4％） 村税

1,543,510千円
34.3％

（0.5％）

地方交付税
1,611,096千円
35.8％

（▲2.0％）
譲与税・各種交付金
238,342千円 5.3％（▲8.4％）

分担金及び負担金
20,269千円
0.5％（▲36.3％）

地方債
306,259千円 6.8％（▲0.5％）

諸収入・その他
384,900千円 8.6％（▲3.4％）

4000

5000

6000
（百万円）

歳出
歳入

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

過去５年間の決算規模（実質ベース）

（年度）

決算収支 （千円）

項　　目 平成20年度

実 質 収 支 75,063

単 年 度 収 支 △1,720

積立金取り崩し ０

実質単年度収支 49,096

歳入前年度比較
平成 20 年度 4,496,226 千円　増減率 ▲ 2.6%

平成 19 年度（グラフ内側）　4,616,552 千円

注：歳入・歳出とも※借換債を含まない実質ベースです。
※借換債	 利率を見直すためなどにより同日に全額償還して同額を借入れる	
	 起債。国の決算統計では決算に含めないことになっています。

平成 20 年度白馬村 の決算状況をお知らせします
　

一
般
会
計
決
算
の
概
要

決
算
規
模

歳
入　

４
，４
９
６
，２
２
６
千
円

歳
出　

４
，３
８
９
，６
９
２
千
円

平
成
20
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
歳
入
で
約
44
億
９
６
０
０
万
円
、

歳
出
で
約
43
億
９
０
０
０
万
円
で
し
た
。

歳
入
で
は
約
１
億
２
０
０
０
万
円
（
２
・

６
％
）、歳
出
で
約
１
億
４
０
０
０
千
万
円

（
３
・
３
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支

平
成
20
年
度
末
に
定
額
給
付
金
事
業
を

は
じ
め
、国
の
経
済
対
策
が
多
く
執
行
さ

れ
大
半
の
事
業
は
平
成
21
年
度
に
繰
越
と

な
り
ま
し
た
。歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、そ

れ
ら
の
繰
越
事
業
に
充
て
る
べ
き
財
源
を

差
し
引
い
た
も
の
が
実
質
収
支
で
す
。20

年
度
は
約
７
５
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
20
年
度
の
実
質
収
支
か
ら

19
年
度
決
算
の
実
質
収
支
を
控
除
し
た
数

値
が
単
年
度
収
支
で
あ
り
、19
年
度
決
算

に
比
較
し
て
余
剰
金
が
約
１
７
０
万
円
の

少
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
を
行

わ
ず
、不
測
の
事
態
に
備
え
る
べ
く
財
政

調
整
基
金
に
約
４
０
０
０
万
円
を
積
み
立

て
ま
し
た
。そ
の
結
果
実
質
単
年
度
収
支

は
約
４
９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
概
要

歳
入
総
額
44
億
９
６
０
０
万
円
の
構

成
比
は
村
税
15
億
４
３
０
０
万
円
（
34
・

3
％
）、地
方
交
付
税
16
億
１
１
０
０
万
円

（
35
・
8
％
）、地
方
債
３
億
６
０
０
万
円

（
6
・
8
％
）、県
支
出
金
2
億
４
３
０
０
万

円
（
5
・
4
％
）、
国
庫
支
出
金
１
億	

４
８
０
０
万
円
（
3
・
3
％
）が
主
な
も
の

で
す
。

村
税
は
、
固
定
資
産
税
が
評
価
替
え
の

年
で
あ
っ
た
た
め
大
幅
な
税
収
減
を
予
想

し
ま
し
た
が
、
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど

に
よ
り
滞
納
繰
越
分
の
収
納
が
増
と
な

り
、
全
体
で
は
７
４
０
万
円
（
0
・
5
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は

16
億
１
１
０
０
万
円
で
、
３
３
０
０
万
円

（
2
％
）の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
交

付
税
は
人
口
10
万
人
、
3
万
9
千
世
帯
を

標
準
団
体
と
し
て
算
定
し
、
規
模
や
事
業

量
な
ど
を
補
正
し
収
入
が
不
足
す
る
部
分

を
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。
過
去
に
行
っ

た
事
業
が
完
了
し
、
交
付
税
に
算
入
さ
れ

る
事
業
費
が
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
で
交

付
額
が
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
交

付
税
は
2
億
８
０
０
万
円
で
５
９
０
万
円

（
2
・
8
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除

雪
な
ど
市
町
村
の
特
殊
事
情
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
除
雪
経
費
な
ど
は

降
雪
量
に
左
右
さ
れ
る
た
め
毎
年
交
付
額

は
増
減
い
た
し
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
2
億

円
規
模
の
交
付
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村

税
、
地
方
交
付
税
は
村
財
政
の
柱
で
あ
り

収
入
額
の
増
減
が
村
財
政
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
地
方
交
付
税
の
減
収
に
影
響
さ

れ
な
い
よ
う
に
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
収

入
確
保
に
引
き
続
き
努
力
を
し
、
健
全
財

政
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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目的別歳出前年度比較
平成 20 年度 4,389,692 千円　増減率 ▲ 3.3％

平成 19 年度（グラフ内側）　4,537,881 千円

※単位：決算額－千円、構成比－％（　　）内は増減率－％
※国の決算統計による数値

消防費
152,995千円
3.5％（▲ 0.2％）

公債費
840,950千円
19.2％

（▲ 6.9％）

土木費
615,091千円
14.0％

（▲ 2.0％）

総務費
662,789千円
15.1％

（5.3％）

民生費
791,098千円
18.0％

（6.3％）

衛生費
496,673千円 11.3％（▲ 5.0％）

農林業費
202,839千円 4.6％（▲ 2.4％）

観光商工費
235,855千円 5.4％（21.6％）

教育費
331,218千円
7.5％（▲ 3.8％）

災害復旧費
1,117千円
0.0％（▲ 50.5％）

議会費
59,067千円 1.3％（▲ 3.5％）

性質別歳出前年度比較 （単位；千円）

年度　　　　　　　　　　　　
区分（内容）

平成19年度 平成20年度
決算額 決算額 増減率 構成比

人件費（職員給与・議員報酬など） 736,093 712,385 ▲	3.2 16.2

物件費（委託料・消耗品・賃金・燃料など） 626,695 635,266 1.4 14.5

維持補修費（除雪・施設補修など） 253,053 197,245 ▲	22.1 4.5

扶助費（老人施設措置費・福祉給付・児童手当など） 177,403 179,982 1.5 4.1

補助費等（広域連合負担金・観光局等団体負担・各種助成など） 820,348 858,398 4.6 19.6

公債費（地方債の返済金） 903,184 840,950 ▲	6.9 19.2

積立金（基金への積立） 16,353 43,431 165.6 1.0

投資及び出資・貸付金 20,050 21,300 6.2 0.5

繰出金（下水事業・国保・介護保険等会計への繰出） 513,456 555,546 8.2 12.7

普通建設事業費（村道改良、大型備品購入、施設改修） 468,989 344,072 ▲	26.6 7.8

災害復旧事業費 2,257 1,117 ▲	50.5 0.0

合			計 4,537,881 4,389,692 ▲	3.3 100.0

平成 20 年度白馬村 の決算状況
 

歳
出
の
概
要

歳
出
総
額
43
億
８
９
０
０
万
円
の
内
訳

を
、目
的
別
・
性
質
別
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と

め
ま
し
た
。

事
務
事
業
の
見
直
し
、特
別
職
・
村
議

会
議
員
・
一
般
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど

引
き
続
き
歳
出
削
減
努
力
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
降
雪
量
が
少
な
く
除
雪
経
費
が

か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
土
木
費
と
維
持
補

修
費
で
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
（
構
成
比
16
・
２
％
）は
職
員

数
の
削
減
、特
別
職
（
村
長
25
％
、副
村

長
・
教
育
長
14
％
）、村
議
会
議
員
（
８
・

２
〜
８
・
4
％
）、一
般
職
（
４
％
）の
賃

金
カ
ッ
ト
を
継
続
し
て
い
ま
す
。前
年

度
か
ら
２
３
０
０
万
円
（
３
・
２
％
）の

減
、平
成
16
年
度
か
ら
比
較
す
る
と

１
億
４
３
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。道
路
整
備
、公
共
施
設
整
備
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
費
は
村
道
改
良
事
業
な

ど
の
事
業
量
減
に
よ
り
減
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。主
要
な
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。（
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
）

村
道
新
設
改
良
事
業	（
1
億
5
千
万
円
）

北
小
プ
ー
ル
改
築
（
繰
越
事
業
）

（
７
５
０
０
万
円
）

合
併
浄
化
槽
整
備
事
業	（
１
８
０
０
万
円
）

農
免
道
路
負
担
金	

（
１
１
０
０
万
円
）

ま
た
、不
測
の
事
態
に
備
え
て
財
政
調

整
基
金
に
４
０
０
０
万
円
の
積
立
を
行
い

ま
し
た
。
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【健全化判断比率】
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

白馬村 － － 21.8 82.7
（早期健全化基準） （15.0） （20.0） （25.0） （350.0）
（財政再生基準） （20.0） （40.0） （35.0） （－）

年度 17年度 18年度 19年度 20年度
単年度数値 21.18 21.17 22.57 21.94
3ヵ年平均 － － 21.6 21.8

【資金不足比率】
水道事業会計 －

公共下水道事業特別会計 －
農業集落排水事業特別会計 －

※企業会計での資金不足はないため、資金不足比率は該当ありません。

白馬村財政健全化判断比率の公表について
【平成 20 年度決算に基づく健全化判断比率の公表】

平成20年度決算に基づき、財政健全化判断比率及び企業会計の資金不足比率を算定しました。これは「地
方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づくもので、監査委員の審査を経て９月定例議会に報告し
たものです。公表する指数のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率については各会計で
の赤字、資金不足がないため該当がありませんでした。
実質公債費比率は、一般会計、特別会計等の公債費負担を連結して一般会計への負担を判断する指数で

す。平成 20 年度数値に比較して 0.2 上昇しています。単年度では減少していますが 3ヵ年平均での算定
のため数値が上昇しています。村では公債費負担適正化計画により計画的に公債費負担を減らす努力をし
ており、今後減少していく計画となっています。

将来負担比率は公営企業や第三セクターなどの負債も含めての負担を判断するもので、20 年度は 82.7
と昨年度に比較して 76.4 ポイント減少しました。基金への積立額の増、償還終了による公債費の減など
による減少です。
財政健全化判断比率は決算数値に基づき、地方自治体の財政を数値化したものです。なお、この指数の

高い低いは行政サービスとは必ずしも一致するものではないことをご理解いただきたいと思います。

◯
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入　

１
，２
０
７
，６
３
３
，６
５
９
円

歳
出　

１
，１
７
９
，９
２
０
，６
４
４
円

全
世
帯
の
約
半
数
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

入
院
医
療
費
が
前
年
よ
り
20
％
以
上
増
加
と
な
り
ま
し

た
。40

歳
以
上
の
方
は
特
定
健
診
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
度
な
運
動
や
食
生
活
の
改
善

で
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◯
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

歳
入　

７
６
，０
０
６
千
円

歳
出　

７
５
，９
８
４
千
円

平
成
20
年
３
月
で
老
人
保
健
制
度
終
了
と
と
も
に
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
ま
し

た
が
、
制
度
終
了
時
の
受
給
者
は
１
，０
６
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
に
は
平
成
20
年
３
月
診
療
分
等
の
医
療
費

に
か
か
る
も
の
で
、
白
馬
村
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

７
２
，４
１
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

◯
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

歳
入　

５
５
，７
１
７
千
円

歳
出　

５
５
，３
４
０
千
円

国
の
す
す
め
る
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
老
人
保
健
制

度
に
替
わ
り
平
成
20
年
４
月
か
ら
始
動
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
係
る
特
別
会
計
で
、
被
保
険
者
の
方
か
ら

納
付
い
た
だ
い
た
保
険
料
を
、
保
険
者
で
あ
る
長
野
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
の
が
主
な
も
の
で

す
。

◯
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入　

９
１
６
，５
０
６
千
円

歳
出　

９
１
０
，４
１
２
千
円

17
年
度
を
も
っ
て
3
期
計
画
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
18
年
度

か
ら
建
設
工
事
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
20
年

度
は
維
持
補
修
関
係
費
用
及
び
地
方
債
の
償
還
金
が
主

な
歳
出
で
す
。
20
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
６
，６
２
２
，

０
３
２
千
円
で
す
。

◯
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入　

６
１
，７
３
１
千
円

歳
出　

６
１
，６
２
８
千
円

堀
之
内
・
三
日
市
場
地
区
（
計
画
処
理
人
口
９
８
０

人
）
と
野
平
地
区
（
計
画
処
理
人
口
１
０
０
人
）
の
農
業

集
落
排
水
事
業
に
係
る
も
の
で
す
。
歳
出
は
下
水
道
事
業

と
同
様
、
維
持
補
修
関
係
経
費
及
び
地
方
債
の
償
還
金
が

主
な
も
の
で
す
。
20
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
２
６
５
，

９
８
８
千
円
で
す
。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
困
難
地
域
対
策
及
び
情
報
通
信
格
差
解
消
に
向
け
て

白
馬
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
計
画
で

「
よ
く
あ
る
質
問
」
に
お
答
え
し
ま
す

１
．
事
業
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
1
：
今
回
の
整
備
は
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域

を
含
め
た
村
内
全
域
な
の
？

Ａ
1
：
白
馬
村
全
域
を
対
象
区
域
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

Ｑ
2
：
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
の
に

ア
ン
テ
ナ
は
要
ら
な
く
な
る
の
？

Ａ
2
：
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
導
入
す
れ
ば
、
屋

根
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
ア
ン
テ
ナ
は
必
要
な

く
な
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
の
ア

ン
テ
ナ
を
新
た
に
立
て
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
大
雪
や
台
風
な
ど
の
影
響
で

ア
ン
テ
ナ
が
倒
れ
テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き

な
く
な
る
心
配
が
な
く
安
心
し
て
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
3
：
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
同
時
に
見
ら
れ
る

の
？

Ａ
3
：
今
回
計
画
す
る
設
備
に
は
ア
ナ
ロ
グ
放

送
対
応
の
整
備
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
同
時
に
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
２
０
１
１
年
7
月

24
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
停
波
ま
で
間
近

で
す
の
で
速
や
か
に
切
り
替
え
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

２
．
施
設
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
4
：
今
回
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
村
が

ど
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
の
？

Ａ
4
：
建
物
が
現
存
し
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ま

の
各
戸
接
続
ま
で
整
備
対
象
と
し
て
村

が
整
備
し
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
内
配
線

の
環
境
に
よ
っ
て
は
視
聴
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
個

人
負
担
で
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
5
：
村
内
に
は
、
難
視
聴
地
域
（
共
聴
組
合
）

で
既
に
整
備
し
た
地
域
が
あ
る
が
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
？

Ａ
5
：
整
備
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ま
と
話
し
合

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
情
報

通
信
施
設
整
備
と
適
合
せ
ず
、
整
備
が

必
要
な
場
合
に
は
新
た
に
改
修
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
既
存
施
設
で
使
用

で
き
る
場
合
に
は
使
用
す
る
こ
と
と

し
、
地
域
で
負
担
し
た
金
額
等
に
つ
き

ま
し
て
は
一
定
基
準
を
設
け
た
う
え
で

村
が
予
算
の
範
囲
内
で
負
担
す
る
方
向

で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
6
：
難
視
聴
地
域
（
共
聴
組
合
）
で
負
担
す

る
も
の
は
あ
る
の
？

Ａ
6
：
今
回
の
整
備
に
関
し
て
組
合
で
負
担
す

る
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
聴
組
合

所
有
の
既
設
線
路
の
一
部
撤
去
や
添
架

の
廃
止
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
7
：
会
社
等
の
法
人
が
所
有
す
る
建
物
に
つ

い
て
も
併
せ
て
村
で
整
備
し
て
も
ら
え

る
の
？

Ａ
7
：
法
人
の
位
置
付
け
に
つ
き
ま
し
て
は
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、

基
本
的
に
行
政
情
報
を
提
供
す
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
で
す
の
で
、
今
回
は

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
が
、
希
望
す

る
場
合
に
は
一
定
の
金
額
を
徴
収
し
て

整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
8
：
施
設
整
備
以
降
に
お
い
て
、
新
築
等
を

行
う
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
8
：
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
加
入
金
等
一
定

の
金
額
を
い
た
だ
い
て
接
続
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
9
：
ア
ル
プ
ス
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
行
っ

て
い
る
よ
う
な
自
主
放
送
は
あ
る
の
？

Ａ
9
：
自
主
放
送
（
白
馬
村
限
定
）
を
予
定
し

て
お
り
、
映
像
や
文
字
放
送
・
デ
ー
タ

放
送
等
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

で
情
報
公
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
加
入
促
進
を

図
り
ま
す
。

Ｑ
10
：
テ
レ
ビ
を
見
る
の
に
必
要
な
機
械
は
？

Ａ
10
：
テ
レ
ビ
電
波
を
変
換
し
な
い
で
再
送
信

す
る
「
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
」
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
機
械
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
配
線
、
デ

ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
、
又
は
、
チ
ュ
ー

ナ
ー
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
11
：
テ
レ
ビ
の
受
信
状
況
の
確
認
は
し
て
く

れ
る
の
？

Ａ
11
：
テ
レ
ビ
受
信
レ
ベ
ル
の
調
整
と
し
て
、

各
戸
1
台
は
本
事
業
の
中
で
対
応
し
ま

す
。
1
台
以
上
を
希
望
す
る
場
合
は
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
12
：
ブ
ー
ス
タ
ー（
増
幅
器
）は
必
要
な
の
？

Ａ
12
：
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
側
で
は
必
要
十
分
な

レ
ベ
ル
の
テ
レ
ビ
電
波
を
供
給
し
ま
す

が
、
宅
内
で
分
配
す
る
数
が
増
え
れ
ば
、

電
波
が
弱
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
安
定
し
て
電

波
が
受
信
で
き
る
状
況
を
保
つ
た
め
に

取
り
付
け
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

３
．
手
続
き
や
料
金
等
に
つ
い
て

Ｑ
13
：
申
し
込
み
は
、
ど
こ
に
す
れ
ば
よ
い
の
？

Ａ
13
：
テ
レ
ビ
受
信
に
関
し
て
は
、
今
後
に
お

い
て
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
よ
り
村
へ

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

Ｑ
14
：
料
金
は
誰
が
設
定
す
る
の
？

Ａ
14
：
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
お
い
て

村
が
設
定
し
ま
す
。
な
お
、
テ
レ
ビ
の

有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
は
関
与
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
15
：
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め

の
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
補
助
は
な
い
の
？

Ａ
15
：
村
の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
で
は
、

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
受
信
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
等
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

Ｑ
16
：
一
家
に
テ
レ
ビ
が
何
台
も
あ
る
場
合
で

も
同
じ
料
金
で
見
ら
れ
る
の
？

Ａ
16
：
県
内
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
、
Ｂ
Ｓ
に
つ
い

て
は
「
台
数
に
関
係
な
く
、
一
定
の
料

金
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。」
Ｃ
Ｓ
等

の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
に
つ
い
て
は
テ

レ
ビ
等
の
機
器
毎
の
契
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
17
：
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
入
れ
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
は
払
わ
な
く
て
い
い
の
？

Ａ
17
：
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
月
額
利
用
料
の
中

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
有
料
放
送
に
つ
い
て
も
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
18
：
テ
レ
ビ
視
聴
の
利
用
料
金
は
い
く
ら
を

想
定
し
て
い
る
の
？

Ａ
18
：
料
金
設
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
市

町
村
の
料
金
に
つ
い
て
も
参
考
に
、
住

民
の
皆
さ
ま
が
加
入
し
や
す
い
料
金
設

定
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
設
定
金
額
は
今
後
関
係
す
る
皆

さ
ま
と
協
議
を
重
ね
て
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　
　

白
馬
村
役
場　

総
務
課
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地　域　名 一　次　避　難　所 二　次　避　難　所
内 山

スノーハープ（管理棟） スノーハープ（管理棟）佐 野
沢 渡
三 日 市 場 三日市場公民館前（公民館） サンサンパーク（除雪基地）堀 之 内 堀之内公民館前（公民館）
飯 田 飯田神明社前広場（飯田公民館） 飯森グラウンド（飯森体育館）飯 森 飯森公民館前（公民館）
深 空 お宮前広場（深空体育館） グリーンスポーツ広場（グリーンスポーツハウス・岳の湯）み そ ら 野 岳の湯前広場（岳の湯）
瑞 穂 瑞穂生活改善施設前広場（生活改善施設）

Ｂ＆Ｇ体育館駐車場（Ｂ＆Ｇ体育館）エコーランド 瑞穂体育館前（瑞穂体育館広場）
八 方 口 八方口グラウンド（八方口公民館）

白 馬 町
白馬村役場駐車場 

（多目的研修集会施設・ふれあいセンター）
白馬中学校校庭（白馬中学校）

白馬村役場駐車場
（多目的研修集会施設・ふれあいセンター）

大 出 大出生活改善施設前（生活改善施設）
ウイング21駐車場（ウイング21）蕨 平 ウイング21駐車場（ウイング21）嶺 方

八 方 八方文化会館駐車場（八方文化会館） 八方文化会館駐車場（八方文化会館）山 麓
和 田 野 八方第５駐車場（八方文化会館）
森 上 森上基幹センター前（基幹センター）

北部グラウンド（北部トレーニングセンター）

塩 島 塩島基幹センター前（基幹センター）
野 平

北部グラウンド 
（北部トレーニングセンター）

立 の 問
通

青 鬼
ど ん ぐ り 岩岳駐車場（岩岳体育館）

岩岳駐車場　（岩岳体育館）新 田 新田公民館前（公民館）
切 久 保 切久保公民館前（公民館）
落 倉 山栄館グランド（公民館）

※（　）は避難者収容施設です。

災害に備える
地震・集中豪雨・土砂崩れ・火災・雪害…、災害は忘れた頃にやってきます。

もし今夜災害が発生したら…、あなたの準備は万端ですか!?

指
定
避
難
所
を
確
認

お
住
ま
い
の
地
区
の
指
定
避
難
所
は
把
握

し
て
い
ま
す
か
？

普
段
か
ら
、
最
寄
り
の
避
難
所
の
位
置
と

安
全
な
道
順
を
家
族
み
ん
な
で
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

１
次
避
難
所
は
、
自
主
的
に
避
難
す
る
と

き
、
ま
た
は
避
難
勧
告
・
指
示
が
発
令
さ
れ

た
と
き
に
避
難
す
る
場
所
で
す
。
２
次
避
難

所
は
、１
次
避
難
所
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、

ま
た
は
１
次
避
難
所
で
は
避
難
者
を
収
容
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
等
に
避
難
す
る
場
所
で

す
。地

区
の
公
民
館
・
基
幹
セ
ン
タ
ー
等
が
被

災
し
て
い
な
い
場
合
、
一
旦
そ
こ
を
集
合
場

所
と
し
て
指
定
し
、
住
民
の
安
全
が
確
認
さ

れ
た
段
階
で
一
次
避
難
所
へ
移
動
す
る
こ
と

も
可
と
し
ま
す
。

※
避
難
所
の
位
置
図
に
つ
い
て
は
白
馬
村
行

政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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携帯ラジオ

車、バイク、
自転車の
スペアキー

保存食（缶詰・
レトルト食品）
ミネラルウォーター

特に、持病をお持ちの
方は、常備薬をお忘れ
なく 特に、持病をお持ちの

方は、常備薬をお忘れ
なく

ヘルメット

現金
預金通帳
健康保険証
権利証

ライター
マッチ

使い古しの
眼鏡や補聴器

ティッシュペーパー
ウエットティッシュ
タオル・ナイフ・栓抜き
缶きり・ビニール袋
ベビー用品・生理用品

懐中電灯

非常用食糧
（缶詰・レトルト食品など
長期保存が利くもの）
飲料水（1人1日3ℓが目安）

トイレットペーパー
ビニールシート

紙おむつ・生理用品
簡易トイレ・寝袋
衣類・洗面具・毛布

キッチン用品
ラップ・お皿・はし

卓上コンロ・携帯コンロ・固形燃料・予備ボンベ

懐中電灯（1人に1つ）・新聞紙
電池（多めに用意）
文房具・ガムテープ

携帯電話も充電できる手回しラジオ・ジャッキ

くつ・手袋
電池

食　料 食　料

燃　料
生活用品

医 薬 品 そ の 他

生活用品

常 備 薬

こんなものも一緒に備えておくと便利

こんなものも一緒に備えておくと便利

そ の 他

貴 重 品

燃　料

非
常
持
出
品・非
常
備
蓄
品
を
準
備

自
宅
の
安
全
対
策

◎
家
具
の
固
定

転
倒
防
止
器
具
や
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
で
、

家
具
の
上
部
を
頑
丈
な
壁
や
柱
に
固
定
す
る
。

※
弱
い
部
分
に
固
定
す
る
と
壁
ご
と
崩
れ
る

恐
れ
が
あ
り
、
か
え
っ
て
危
険
。

二
段
に
重
ね
た
家
具
は
、
上
下
を
重
ね
止

め
用
金
具
や
平
型
金
具
な
ど
で
固
定
す
る
。

食
器
棚
は
食
器
の
飛
び
出
し
防
止
の
た
め

扉
に
は
止
め
金
具
を
つ
け
る
。

◎
置
き
方
の
工
夫

家
具
の
下
に
小
さ
な
板
を
差
し
込
み
、
壁

に
も
た
れ
気
味
に
置
く
。

就
寝
場
所
で
は
家
具
が
倒
れ
て
こ
な
い
よ

う
に
、
ベ
ッ
ド
の
向
き
な
ど
配
置
に
気
を
つ

け
る
。

◎
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止

飛
び
散
っ
た
ガ
ラ
ス
で
の
け
が
を
防
ぐ
た

め
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。

◎
避
難
の
た
め
の
通
路
を
確
保

玄
関
な
ど
出
入
り
口
ま
で
の
通
路
に
は
、

倒
れ
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

日
ご
ろ
か
ら
の
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
た
だ
ち
に
避
難
を
す

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
非
常
持
出
品
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
過
去
の

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
、
次
の
点
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◎
転
倒
・
落
下
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

本
棚
や
茶
ダ
ン
ス
な
ど
は
、
重
い
物
を
下

の
ほ
う
に
収
納
し
、
重
心
を
低
く
す
る
。

棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
危
険

な
物
を
載
せ
て
置
か
な
い
。

阪神大震災を経験した人たちに聞いた 必ず準備しておきたいもの

最低限準備しておくべきもの
（非常持出品）

表１

表１を目安に必要最小限の必需品をリュックサック等に
まとめておきましょう。（１袋10〜 15㎏程度）旅行用スー
ツケースに保管するのもいい方法です。

発災後、３日間の生活を支えられるよう、表２を目安に、
取り出しやすい場所に備えておきましょう。

被災後の生活のために
準備しておきたいもの

（非常備蓄品）

表２

＊ラップ
食べ物を包む。お皿の上に敷けば洗
わずにまた使える。
＊懐中電灯・スリッパ
家が崩壊したりガラスが散乱した状
態でも安全に逃げられるよう、就寝
時に身近なところに置いておく。
＊ゴミ袋
穴を開けて首から被ると、レイン
コートや防寒着代わりになる。
水の運搬に使ったり、段ボール箱に
敷いて簡易トイレにする。

＊笛
倒壊した家に閉じ込められたときな
どに、ＳＯＳの発信ができる。
＊スコップ・バール・ジャッキ
倒壊家屋を掘り起こしたり、ゆがん
だドアをこじ開けたりする。（地域
ぐるみで備蓄が必要）
＊ブルーシート
大きめの防水シートは様々な場面で
活躍する。

◆非常時の備えをチェック 最低３日分は
自分で用意！

地
震
災
害
で
は
、
家
屋
が
倒
壊
し
て
、
非
常

持
出
品
を
取
り
出
せ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
取
り
出
し
や
す
く
、
災
害
の
影

響
を
受
け
に
く
い
場
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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◎
次
の
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

•

狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
…
瓦
な
ど
が
落
ち
て

き
た
り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

が
倒
れ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。

•

岸
や
川
べ
り
…
地
盤
の
ゆ
る
み
で
崩
れ
や

す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

◎
避
難
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

•

避
難
す
る
と
き
は
必
ず
徒
歩
で
、
服
装
は

活
動
し
や
す
い
も
の
に
す
る
。
携
帯
品
は

必
要
な
も
の
の
み
に
し
て
、
背
負
う
よ
う

に
す
る
。
両
手
を
開
け
て
お
く
。

•
山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
域
で
は
、山
崩
れ
・
が

け
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、自
分
で

す
ば
や
く
決
断
し
、た
だ
ち
に
避
難
す
る
。

◎
正
し
い
情
報
の
入
手
を

•

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
て
デ

マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

•

役
場
・
消
防
署
・
警
察
署
な
ど
か
ら
の
情

報
に
は
た
え
ず
注
意
す
る
。

•

不
要
・
不
急
な
電
話
は
か
け
な
い
よ
う
に

す
る
。

※
消
防
署
等
に
対
す
る
災
害
状
況
の
問
い
合

わ
せ
は
消
防
活
動
等
に
支
障
を
き
た
す
の

で
控
え
る
。

に
は
１
台
１
万
円
、
法
人
に
は
１
台
２
万
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
受
信
状
況
が
悪
い
と
き
に
は
…

電
波
は
白
馬
村
役
場
庁
舎
か
ら
発
信
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
て
、
自
宅
内

で
役
場
方
向
に
あ
る
部
屋
の
窓
際
に
設
置
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
電
話
、
パ
ソ

コ
ン
等
の
近
く
で
は
電
波
の
干
渉
を
受
け
て

雑
音
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
信
機
は

な
る
べ
く
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら
離
し
て
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
受
信
が
困
難
な
場
合
に
は
、
屋

外
ア
ン
テ
ナ
（
別
料
金
）
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
放
送
内
容
を
再
確
認
す
る

放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
電
話
か
ら
放
送
内
容
を
再
度
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑴
７
２

－

６
２
３
６
に
電
話
を
か
け
る

　
（
携
帯
電
話
か
ら
は
市
外
局
番
０
２
６
１

が
必
要
）

⑵
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
「
３
＃
」
を
プ
ッ

シ
ュ
す
る

災
害
時
の
緊
急
放
送
の
ほ
か
、臨
時
放
送
・

定
時
放
送
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
最
新
の
放
送

１
番
組
の
み
で
す
。

※
通
話
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

災
害
は
突
然
発
生
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

あ
わ
て
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
冷
静
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

発
生
し
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
普

段
か
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
い
い
の
か

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る

•

揺
れ
を
感
じ
た
ら
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル

の
下
に
身
を
隠
す
。
座
布
団
な
ど
が
あ
れ

ば
頭
部
を
保
護
す
る
。

•

す
ば
や
く
玄
関
や
窓
な
ど
を
開
け
て
非
常

脱
出
口
を
確
保
。

•

大
揺
れ
は
1
分
程
度
で
お
さ
ま
る
の
で
周

囲
の
状
況
を
よ
く
確
か
め
、
あ
わ
て
て
外

へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
行
動

す
る
。

◎
あ
わ
て
ず
冷
静
に
火
災
を
防
ぐ

•

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は

す
ば
や
く
火
を
消
す
。（
石
油
ス
ト
ー
ブ

は
「
耐
震
自
動
消
火
装
置
」
の
も
の
を
使

用
す
る
）

•

ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
閉
め
、
電
気
器
具
は

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

•

万
一
出
火
し
た
ら
、
ま
ず
消
火
器
や
三
角

バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
化
用
具
で
ボ
ヤ
の
う
ち

に
消
し
止
め
る
。

•

大
声
で
隣
近
所
に
声
を
か
け
、
み
ん
な
で

協
力
し
あ
っ
て
初
期
消
火
に
努
め
る
。

白
馬
村
同
報
無
線「
広
報
は
く
ば
」は
、普

段
は
朝・
昼・
夜
の
定
時
に
村
か
ら
の
各
種
お

知
ら
せ
等
を
放
送
し
て
い
ま
す
が
、地
震・
風

水
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
発
生・被
害
状
況
や

避
難
先
な
ど
の
重
要
な
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

戸
別
受
信
機
は
、
平
常
時
は
家
庭
用

１
０
０
Ｖ
電
源
で
動
作
し
て
い
ま
す
が
、
停

電
時
に
は
自
動
的
に
内
蔵
の
乾
電
池
に
切
り

替
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
乾
電

池
が
消
耗
し
て
い
た
り
、
古
く
な
っ
て
い
た

り
す
る
と
、
非
常
時
に
戸
別
受
信
機
が
機
能

し
な
い
（
情
報
を
受
信
で
き
な
い
）
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
非
常
時
に
お
け
る
通

信
が
確
実
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的

に
乾
電
池
を
交
換
し
て
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ

て
戸
別
受
信
機
の
動
作
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
乾
電
池
の
交
換

電
源
が
入
っ
た
状
態
で
、
通
常
は
電
源
表

示
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
点

滅
し
始
め
た
場
合
は
電
池
が
消
耗
し
て
い
る

か
、
古
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
早
め
に

新
し
い
電
池
（
単
２
型
乾
電
池
）
に
取
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。

乾
電
池
は
１
年
に
１
回
、定
期
的
に
４
個

と
も
新
し
い
も
の
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。（
新

旧
、異
種
の
電
池
は
混
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

■
個
別
受
信
機
の
販
売

受
信
機
は
白
馬
村
役
場
総
務
課
で
、
個
人

白
馬
村
防
災
行
政
無
線（
同
報
無
線
）「
広
報
は
く
ば
」

災
害
時
の
行
動
を
確
認
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④
音
声
の
録
音
、ま
た
は
再
生
が
で
き
ま
す
。

伝
言
録
音
時
間
：
１
伝
言
当
た
り
30
秒
以
内

伝
言
保
存
時
間
：
録
音
し
て
か
ら
最
大
２
日

　
　
　
　
　
　
　

間
（
48
時
間
）

伝
言
蓄
積
数
：
１
電
話
番
号
あ
た
り
最
大

　
　
　
　
　
　
　

10
伝
言

伝
言
の
消
去
：
伝
言
を
登
録
し
て
か
ら
保

　
　
　
　
　
　
　

存
時
間
を
経
過
し
た
時
点

　
　
　
　
　
　
　

で
自
動
的
に
消
去

⑵
災
害
用
伝
言
板

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
利
用
し
て
安
否
を

伝
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
と
携
帯
電
話
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー

に
伝
言
板
へ
の
案
内
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

被
災
地
域
内
の
方
は
、
伝
言
板
か
ら
ご
自

分
の
伝
言
を
登
録
で
き
ま
す
。

※
電
話
が
集
中
す
る
と
つ
な
が
り
に
く
く
な

る
固
定
電
話（
有
線
）の
災
害
時
伝
言
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
、
携
帯
電
話
の
災
害
用
伝
言

板
は
メ
ー
ル
形
式
な
の
で
、
一
時
期
に
集

中
し
て
も
送
信
速
度
は
遅
く
な
る
が
、
確

実
に
相
手
に
届
く
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
が
専
用
な
の
で
容

量
に
余
裕
が
あ
り
、
通
常
の
メ
ー
ル
と
比

べ
て
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
用
条
件

大
規
模
な
地
震
や
噴
火
な
ど
の
発
生
に
よ

の
状
況
が
選
択
式
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
角
１
０
０
文
字
以
内
の
コ
メ
ン

ト
を
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
状
況
を
選

ば
ず
に
コ
メ
ン
ト
の
み
の
登
録
、
状
況
の
複

数
選
択
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

確
認
方
法

登
録
か
ら
最
大
72
時
間
に
わ
た
り
伝
言
を

保
存
し
ま
す
。
確
認
は
、各
社
の
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ

ソ
コ
ン
等
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
家
族
や
友

人
、
職
場
な
ど
で
使
い
方
の
確
認
や
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被

災
地
へ
の
電
話
が
集
中
し
て
つ
な
が
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
次
に
紹
介
す
る
「
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
れ
ば
、
確
実
に

安
否
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
回
線
の
混
雑
を
防
ぎ
消
防
・
警
察
へ
の

連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
一
般
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

⑴
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

◎
利
用
可
能
条
件
は
？

震
度
６
以
上
の
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
地

震
の
発
生
な
ど
に
よ
り
被
災
地
へ
の
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
利

用
可
能
と
な
り
ま
す
。

◎
利
用
で
き
る
電
話
は
？

一
般
加
入
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

①
１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

②
音
声
を
録
音
す
る
場
合
は
「
１
」
を
、
再

生
す
る
場
合
は
「
２
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
（
暗

証
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
）

③
録
音
し
た
い
方
、ま
た
は
確
認
し
た
い
方
の

電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル（
被
災
地
内
外
関

わ
ら
ず
、被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
を
市
外

局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
）

り
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
電
話
が
繋
が
り
に

く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
利
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

登
録
で
き
る
地
域

災
害
が
発
生
し
た
地
域
で
伝
言
を
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
登
録
可
能
件
数
と
保
存
期
間

ひ
と
つ
の
携
帯
電
話
番
号
あ
た
り
最
大
10

件
で
す
。
10
件
を
超
え
た
場
合
に
は
古
い
も

の
か
ら
順
次
上
書
き
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
内
容

「
無
事
で
す
」「
被
害
が
あ
り
ま
す
」「
自

宅
に
い
ま
す
」「
避
難
所
に
い
ま
す
」
な
ど

安
否
を
伝
え
る
・
確
認
す
る

もしものとき、
そのケータイが役立ちます

通信事業者各社では「災害用伝言ダイヤル 171」、「災害用ブロードバンド
伝言板（web171）」、ケータイ「災害用伝言板」を広く皆様に体験していた
だくために、「正月三が日」、「毎月 1日」、「防災週間＜ 8月 30 日〜 9月
5日＞」、「防災とボランティア週間＜ 1月 15日〜 21日＞」に各種災害用
伝言サービスを運用しています。

ＮＴＴドコモ

ソフトバンクモバイル

au（KDDI）

ウィルコム
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さ
れ
た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
場
合
、
そ
の
工
事
費
の
1
／
2
を
助

成
し
ま
す
。（
上
限
60
万
円
）

※
耐
震
診
断
は
、（
社
）
長
野
県
建
築
士
事

務
所
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
耐
震
診
断
士

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書

に
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
・
持
参
に
よ
り
白
馬
村
役
場
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
総
務

課
窓
口
も
し
く
は
白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の
推
進
活
動
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

地
震
は
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。

大
地
震
時
の
死
因
の
約
９
割
は
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
も
の
で
、
地
震
に
よ
る
人
的
・
経

済
的
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
建
築

物
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、

重
要
と
な
り
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
建
物
の
倒
壊
防
止
対
策
を

早
急
に
進
め
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
耐
震
診
断
か
ら
改
修
工
事
ま
で
の
流
れ

⑴
専
門
家
に
よ
る
簡
易
診
断（
無
料
）

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
手
さ
れ

た
木
造
住
宅
（
併
用
住
宅
も
含
む
）
等
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
居
住
し
て
い

れ
ば
、
店
舗
・
旅
館
等
と
の
併
用
住
宅
で

も
診
断
可
能
で
す
。

※
原
則
と
し
て
建
物
の
外
か
ら
診
断
を
行
い

ま
す
。

⑵
専
門
家
に
よ
る
精
密
診
断（
無
料
）

簡
易
診
断
の
結
果
、「
危
険
」
と
判
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
等
に
つ
き
、
耐
震
改
修

を
行
う
前
提
で
、
更
に
精
密
な
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。

⑶
耐
震
補
強（
改
修
）工
事

精
密
診
断
の
結
果
、「
危
険
」
と
判
断

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
住
宅
火
災
に

よ
る
煙
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
火
災
の
発
生

を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
警
報

器
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
よ

り
、
万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

素
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

新
築
住
宅
に
は
平
成
18
年
か
ら
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
住
宅
に
つ

い
て
も
「
平
成
21
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置

す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

■
正
し
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
寝
室
や
階
段
等

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
火
災
の
現
状
、
警
報
器
の
設
置
効
果

な
ど
か
ら
、
普
段
就
寝
に
使
う
部
屋（
寝
室
）

に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝

に
使
用
さ
れ
る
子
ど
も
部
屋
も
含
ま
れ
ま

す
。
就
寝
に
使
用
さ
れ
る
部
屋
が
２
階
以
上

に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
階
の
階
段
に
も
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
並
び
に
白

馬
村
消
防
団
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

あ
な
た
の
お
家
は
大
丈
夫
？

木
造
住
宅
耐
震
診
断・耐
震
改
修
補
助
事
業

大
切
な
命
を
守
り
ま
す　

住
宅
用
火
災
警
報
器

住宅用火災警報器の普及状況に関する
アンケート調査

消
火
器
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
す
る
と
、
消

火
器
が
破
裂
し
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
チ
ェ
ッ

ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
消
火
器
の
チ
ェ
ッ
ク

•

容
器
が
変
形
し
た
り
、
サ
ビ
や
傷
は
な
い
か

•

ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

•

圧
力
ゲ
ー
ジ
が
付
い
て
い
る
消
火
器
の
場
合
、

正
常
値
を
指
し
て
い
る
か

も
し
も
異
常
が
見
つ
か
っ
た
ら
…

サ
ビ
に
よ
る
腐
食
や
傷
、
変
形
が
あ
る
と
、

そ
の
部
分
が
圧
力
に
耐
え
き
れ
ず
に
破
損
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
専
門
業
者
に
点

検
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合

一
般
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

お
求
め
に
な
っ
た
販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

消
火
器
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
北
部
消
防
署
（
７
２

－

０
１
１
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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対 象 税 目 対 象 事 業 税 減　税　額

中小
法人
※1

法人
事業税

平成21年4月1日から
平成24年3月31日まで
の間に開始する

事業年度に係る事業税
税額の
２分の１

（減税限度額
10万円）個人

事業主
※2

個人
事業税

平成22年度分から
平成24年度分の事業税

※1：資本金または出資金の額が3,000万円以下の中小法
人に限ります
※1及び※2：青色申告書を提出する法人または個人事
業主の方であることが必要です。

白馬村内のＡＥＤ設置施設・機関
白馬村役場 ジャスコ新白馬店
北部消防署 白馬岳頂上宿舎
白馬高校 十郎の湯
白馬中学校 ジャンプ競技場
白馬北小学校 八方スキーパトロール
白馬南小学校 八方尾根スキースクール
横沢医院 スノープラザ咲花
しんたにクリニック カフェテリア黒菱
白馬診療所 エスカルプラザ
白馬東急ホテル Hakuba47
中部電力姫川第２ダム管理所

等
に
対
し
て
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◉
活
用
方
法

　

認
定
さ
れ
た
事
業
所
等
は
、
表
示
証
を

自
社
Ｈ
Ｐ
で
公
開
す
る
な
ど
、
事
業
所

等
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
消
防
団
活
動
協
力
事
業
所
応
援
減
税

◉
実
施
主
体　

長
野
県

◉
必
要
要
件

•

事
業
所
が
白
馬
村
消
防
団
協
力
事
業
所

に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

•
消
防
団
員
を
２
人
以
上
雇
用
し
て
い
る

こ
と

•

県
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
事
業
所
が

就
業
規
則
等
に
消
防
団
員
が
消
防
団
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、昇
進
、賃
金
、

労
働
時
間
そ
の
他
の
処
遇
面
で
の
扱
い

が
不
利
に
な
ら
な
い
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
こ
と

白
馬
村
で
は
、
29
地
区
の
う
ち
24
地
区
で

自
主
防
災
組
織
（
自
主
防
災
会
）
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で
は
、
避
難
訓

練
・
防
災
訓
練
を
行
っ
た
り
、
村
か
ら
の
補

助
金
を
活
用
し
て
資
材
・
機
材
等
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い

て
は
、各
区
長
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
に
対
す
る
最
大
の
備
え
は
「
意
識
」

で
す
。
普
段
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
、

あ
な
た
の
、
そ
し
て
家
族
の
命
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど

…
」
と
い
う
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
が
、
災

害
へ
の
備
え
は
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
同
じ

で
す
。「
万
一
」
に
備
え
て
日
頃
か
ら
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
賞
味
期
限
切
れ
・

電
池
切
れ
等
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
! !
）

最
後
に
、こ
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
、

皆
さ
ん
の
防
災
の
意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

家
族
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※
非
常
時
に
、特
に
必
要
な
情
報（
災
害
時
地

区
別
避
難
所
一
覧
等
）を
、本
号
と
と
も
に

皆
さ
ん
に
お
配
り
し
ま
し
た
。家
の
中
の
目

立
つ
と
こ
ろ
に
表
示
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

白
馬
村
消
防
団
は
、
南
部
・
中
部
・
北
部

の
３
分
団
、
計
２
４
９
名
で
組
織
さ
れ
、
各

種
災
害
か
ら
村
民
の
み
な
さ
ま
の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
ら
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
と
、
他
の
団
員
と
共
に
出
動
し
、
災

害
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
普
段
か
ら
警
戒
巡
視
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
訓
練
や

講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
非
常
時
以
外
に

も
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
地
区
は
自
分
で
守
る
」「
村
民
の
生

命・
財
産
を
守
り
た
い
」と
い
う
熱
意
を
お
持

ち
の
方
は
、お
近
く
の
消
防
団
員
も
し
く
は
白

馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
防
団
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
を
促

進
す
る
た
め
、
県
や
村
で
は
、
消
防
団
活
動

に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
等
を
事
業
税
減
税

な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

◎
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

◉
実
施
主
体　

白
馬
村　

◉
交
付
対
象

　

消
防
団
活
動
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
昇

進
や
昇
給
等
で
不
利
に
扱
わ
な
い
な
ど

の
基
準
に
よ
り
、認
定
を
受
け
た
事
業
所

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）は
、突

然
心
臓
が
止
ま
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
人
の

心
臓
の
リ
ズ
ム
を
、心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
再
び
正
し
い
リ
ズ
ム

に
戻
し
、蘇
生
す
る
た
め
の
治
療
機
器
で
す
。

白
馬
村
で
は
、
非
常
時
に
備
え
て
村
内
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
民
間
事
業
所

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
白
馬
村
役
場
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
消
防
団

自
主
防
災
組
織

お
わ
り
に
・
・
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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平成 21 年度　地域役員懇談会日程表
No. 地　区 期　　日 場　　所

1
内 山

11月4日（水） 佐野生活改善センター佐 野
沢 渡

2 三 日 市 場 11月5日（木） 堀之内公民館堀 之 内

3 飯 森 11月9日（月） 白馬村農業体験実習館飯 田

4 白 馬 町 11月10日（火） 白馬町公民館深 空

5
瑞 穂

11月11日（水） 瑞穂農業生活改善センターエコーランド
み そ ら 野

6
八 方 口

11月12日（木） 八方文化会館八 方
山 麓
和 田 野

7
大 出

11月13日（金） 大出生活改善施設嶺 方
蕨 平

8
新 田

11月16日（月） 切久保公民館ど ん ぐ り
切 久 保
落 倉

9
森 上

11月17日（火） 森上基幹センター野 平
塩 島

10
通

11月19日（木） 通農業生活改善施設立 の 間
青 鬼

地
域
役
員
懇
談
会
と
は
、
村
内
の
共
通
す

る
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
に
課
題
を
解
決
す
る
か
、
そ

し
て
地
域
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
地
域
を
共
通
す
る
地
区
役
員
の
皆
さ
ん

と
行
政
と
が
話
し
合
う
会
議
で
す
。

今
年
度
の
地
域
役
員
懇
談
会
は
、
11
月
４

日（
水
）か
ら
11
月
19
日（
木
）ま
で
の
間
で
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
で
、
地
域
の
課
題
等
に
つ

い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
役
員
懇
談
会
に
向
け
て
、
各
地
区
に
お

い
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
役

員
に
申
し
出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
18
時
30
分
～
20
時

30
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度 

地
域
役
員
懇
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

白
馬
村
役
場
税
務
課
で
は
、
平
成
22

年
１
月
及
び
２
月
か
ら
採
用
す
る
、
短

期
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
込

書
を
役
場
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
職
種
・
勤
務
期
間
・
募
集
人
員
】

⑴
行
政
事
務　

１
名

　

平
成
22
年
１
月
５
日
〜

平
成
22
年
４
月
30
日

⑵
行
政
事
務　

１
名

　

平
成
22
年
２
月
１
日
〜

平
成
22
年
４
月
30
日

【
勤
務
先
】

白
馬
村
役
場　

税
務
課

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

【
賃
金
】

日
額　

５
，８
０
０
円

【
手
当
て
】

通
勤
手
当
は
通
勤
距
離
２
㎞
以
上
で

支
給
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

村
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人

【
申
込
方
法
】

『
白
馬
村
臨
時
職
員
申
込
書
』
を
、

白
馬
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
役
場
税
務
課

で
受
け
取
り
、所
定
事
項
を
記
入（
押

印
・
写
真
添
付
）
の
う
え
、
受
付
期

間
内
に
役
場
税
務
課
に
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

11
月
13
日
（
金
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

【
申
込
か
ら
採
用
ま
で
】

11
月
下
旬
に
面
接
を
行
い
、
採
用
を

決
定
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

白
馬
村
役
場　

税
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
２

−

５
０
０
０

（
内
線
１
５
４
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
２

−

７
０
０
１

Ｅ
メ
ー
ル
：

zeim
u@
vill.hakuba.nagano.jp

臨
時
職
員（
一
般
行
政
職
）を
募
集
し
ま
す
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支出日 摘　　要 金額（円）

4月 3 日 大北建設労働組合白馬地区総会祝儀として 5,000

4月 3 日 公務災害職員入院見舞いとして 20,000

4月 3 日 白馬建築業組合定期総会		祝儀として 5,000

4月17日 松本駐屯地創設59周年記念行事
会費として（3名分） 12,000

4月17日 高田駐屯地創設59周年記念行事
祝儀として 10,000

4月17日 第8回えべ・えべ祭		祝儀として 5,000

4月27日 吉村午良氏追想出版記念祝賀会
会費として 10,000

5月11日 上村愛子選手世界選手権金メダル祝賀・
五輪激励会		祝儀として 10,000

5月12日 白馬商工会通常総代会		祝儀として 5,000

5月20日 大北食品衛生協会総会		会費として 4,000

5月29日 大町地区交通安全協会総会		会費として 4,000

5月29日 北アルプス北部地区山岳遭難防止対策
協会総会		会費として（2名分） 8,000

6月 5 日 福寿草祭り・ざぜん草祭り・かたくり祭り御祝として 13,000

6月 5 日 林業経営者協議会総会		御祝として 4,200

6月22日 白馬岳貞逸祭		献酒代として 4,350

6月23日 大北日中友好協会総会		会費として 2,000

支出日 摘　　要 金額（円）
7月10日 告別式	香典として 10,000

7月13日 告別式	香典として 10,000

7月14日 関西旅行ペンクラブ会員との交流会
会費として（2名分） 10,000

7月15日 告別式	香典として 10,000

7月21日
白馬山案内人組合総会・
北アルプス登山案内人組合連合会総会		
御祝として

13,201

8月5日 白馬Alps花三昧オープニングセレモニー・
五竜とおみ夏山安全祈願祭		献酒代として 4,350

8月25日 夏山常駐隊解隊式及び遭難防止活動反省検討会
会費として 4,000

9月 3 日 告別式	香典として 10,000

9月 7 日 告別式	生花代として 15,000

9月 7 日 告別式	生花代として 5,000

9月 7 日 白馬村遭難対策協議会報告会		御祝として 4,200

9月 7 日 白馬カップ争奪大学女子ソフトボール大会
優勝・準優勝カップ代として 31,830

9月 7 日 関西旅行ペンクラブ会員との交流会の折、土産品代として 6,090

9月 8 日 白馬村索道事業者協議会総会		祝儀として 10,000

9月11日 白馬メディアおたっしゃ会（敬老祭）
祝儀として 5,000

9月16日 長野県治水砂防協会通常総会意見交換会		
会費として 3,000

寄 附 申 込 件 数 寄 附 金 額 合 計
15件 5,986,500円

事 業 区 分 件　数 金　額　（円）
スポーツの振興に関する事業 4 1,205,000円
環境の保全および景観の維持・再生に関する事業 8 2,711,500円
産業・文化を活かした国際交流の推進に関する事業 2 1,070,000円
地域教育力の向上に関する事業 1 1,000,000円

寄附年月日 氏名（団体名） 住所（所在地） 金額（円） 寄附金活用事業
H20.10.15 倉科　光男	様 長野県白馬村 346,500 環境保全
H20.11.19 三木　武彦	様 奈良県奈良市 50,000 スポーツ振興
H20.11.25 北村　裕志	様 東京都練馬区 170,000 環境保全／産業文化
H20.11.25 北村美貴子	様 東京都練馬区 70,000 環境保全
H20.12. 3 西原　弘道	様 兵庫県宝塚市 250,000 スポーツ振興／環境保全

平成 21 年度上半期の村長交際費支出内訳を公表します

ふるさと白馬村を応援する寄附の状況を公表します

交際費とは、地方自治法に規定された歳出予算区分のひとつで、村政の円滑な推進を図ることを目的に、村長が
村を代表して外部と交際するために要する経費です。
公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため、個人氏名の公開は差し控えています。

白馬村では、平成 20 年 10 月に「ふるさと白馬村を応援する寄附」の受付を開始し、この１年間で 15 件のご寄付
をいただきました。
事業ごとの寄附件数・金額および公表に同意していただいた方の氏名・住所等を公表します。
皆様からのご寄付に心より感謝申し上げます。
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Vol.
4

環
境
課
で
は
、
こ
の
度
「
広
報
は
く

ば
」
と
は
別
冊
で
『
環
境
家
計
簿
』
を

作
成
し
、
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
環
境
家
計
簿
は
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
目
に
は
見
え
な
い
二
酸
化

炭
素
の
量
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
作
成
し
た
物
で
す
。

是
非
多
く
の
家
庭
で
温
暖
化
防
止
行

動
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

環
境
家
計
簿
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
環
境
家
計
簿
を
継
続
的

に
付
け
て
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
３
ヵ
月
ご
と
に

実
績
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
実

践
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
報
告

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
提

出
・
報
告
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
こ
の

紙
面
な
ど
で
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
エ

コ
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
致
し
ま
す
。
応
募
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
白
馬
村
役
場
環
境

課
ま
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

   

モ
ニ
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
。
村
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
ご
み
の
削
減
を
実

践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．と
こ
ろ
で
３
Ｒ
っ
て
な
ー
に
!?

Ａ
．３
Ｒ
と
は
リ
デ
ュ
ー
ス
（reduce

）・

リ
ユ
ー
ス
（reuse
）・
リ
サ
イ
ク
ル

（recycle

）
の
事
で
す
。

❶ 

リ
デ
ュ
ー
ス
と
は
？

ご
み
の
量
そ
の
も
の
を
減
ら
す
活
動
の
こ

と
で
す
。
個
人
レ
ベ
ル
と
し
て
は
必
要
の
な

い
も
の
は
買
わ
な
い
、
資
源
の
無
駄
遣
い

を
し
な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。
節
約
・
節

水
・
節
電
な
ど
も
個
人
生
活
レ
ベ
ル
で
の
リ

デ
ュ
ー
ス
で
す
。

❷ 

リ
ユ
ー
ス
と
は
？

物
を
再
使
用
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
い

ら
な
く
な
っ
た
家
具
な
ど
を
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し
た
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
出
し
た
り
し
て
そ
の
製
品
を
無
駄
な
く

使
用
し
た
い
人
に
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

❸ 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
？

ご
み
の
再
資
源
化
の
こ
と
で
す
。
製
品
を

原
料
に
ま
で
分
解
し
て
資
源
化
し
、
製
品
を

作
る
う
え
で
の
原
材
料
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
古
紙
を
回
収
・
再
生
し
た

「
再
生
紙
」
も
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
で
す
。

ご
み
の
減
量
は
一
人
ひ
と
り
の
削
減
意
識

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
身
近
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ご
み
減
量
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長
野
県　
減
Ｃ
Ｏ
２（
げ
ん
こ
つ
）

ア
ク
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
地
球
温
暖
化
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
長
野
県
民
の
方
々

が
“
温
暖
化
防
止
”
の
た
め
に
具
体
的
行

動
を
起
こ
す
参
加
型
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
す
。

•

家
電
製
品
は
省
エ
ネ
型
を
選
ぶ

•

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く

•

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
家
庭
の
生
ご
み
を
減
ら
す

特
典
と
し
て
、「
信
州
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

が
も
ら
え
た
り
、
活
動
内
容
を
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
以
下
の
連

絡
先
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
県	

減
Ｃ
Ｏ
２
ア
ク
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６

−

２
３
７

−

６
６
２
５

信
州
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業

こ
の
事
業
は
家
庭
で
の
温
暖
化
防
止
活
動

を
促
進
す
る
た
め
、
長
野
県
民
の
方
々
に
、

•

「
省
エ
ネ
」（
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
の
使
用

量
削
減
）

•

「
エ
コ
活
動
」（
長
野
県　

減
Ｃ
Ｏ
２
ア
ク

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
）

•
「
省
エ
ネ
設
備
機
器
購
入
」

と
い
っ
た
取
組
実
績
に
応
じ
て
信
州
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
以
下
の
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

温
暖
化
防
止
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６

−

２
３
７

−

６
６
２
５

○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載されたもの
を譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡ください。

○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にする心を育み
ながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。

総務課消費者行政担当　somu@vill.hakuba.nagano.jp　／　http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/category/conference/recycle.html

ゆずります
・チャイルドシート（乳幼児・ジュニア用、メーカー不明）　	〔希望金額：応相談〕
・チャイルドシート（乳幼児用、リーマン製）	 〔希望金額：応相談〕
・整理ダンス（木製５段、幅75㎝×奥行き41㎝×高さ85.5㎝、傷汚れほとん
どなし、譲られたもののため購入年月日・定価は不明）			〔希望金額：無償〕
・電子オルガン（Technics（パナソニック）SX-G7、幅120cm×奥行70cm
×高さ160cm、説明書なし、傷汚れなし、購入年月日・定価は不明）

〔希望金額：無償〕

・だるまストーブ（SANKYO	No.8、幅・奥行き55cm程、高さ80cm、薪・石炭
を使用するもの、説明書なし、譲られたもののため製造年月日・定価は不明）

〔希望金額：1万円〕

ゆずってください
・ミニ耕運機（稼動するものであれば、メーカー等は問いません）

〔希望金額：無償または格安〕

登録状況（10月9日現在）
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Ｈ鋼

布団 針金・金属類

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す

行
政
相
談
の
ご
あ
ん
な
い

み
な
さ
ん
の
日
常
の
生
活
の
中
で
役
場
の

仕
事
に
対
し

●
困
っ
て
い
る
こ
と

●
納
得
い
か
な
い
こ
と

●
要
望
し
た
い
こ
と

●
聞
き
た
い
こ
と

な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

秋
の
行
政
相
談
週
間
は

10
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）

◆
行
政
相
談
日

11
月
９
日
（
月
）

１
月
12
日
（
火
）

３
月
８
日
（
月
）

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

◆
場　
　
　

所

白
馬
村
役
場
２
階
会
議
室

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
は
お
気
軽
に

行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
委
員
は

中
村
久
一
さ
ん　

で
す
。

ま
た
、
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
０
２
６

−

２
３
５

−

１
１
０
０
）
及
び
総
務
省
長
野
行

政
評
価
事
務
所
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

大
北
地
域
士
業
合
同

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

昨
年
度
ま
で
大
北
地
域
の
士
業
の
連
携
を

深
め
る
た
め
行
っ
て
き
た
士
業
懇
話
会
に
お

い
て
、
本
年
度
よ
り
、
相
談
者
の
利
便
性
を

高
め
る
為
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
相

談
会
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
事
業

と
し
て
税
理
士
会
大
町
支
部
が
主
催
し
、
大

北
地
域
在
住
の
方
を
対
象
に
左
記
士
業
の
専

門
家
が
皆
様
の
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

日　
　

時
：
平
成
21
年
11
月
14
日
（
土
）　

10
時
〜
15
時

場　
　

所
：
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

相
談
内
容
：
左
記
参
加
士
業
に
係
る
相
談
内

容
（
税
金
・
各
種
許
可
申
請
・

各
種
登
記
・
相
続
贈
与
・
土
地

測
量
・
労
務
関
係
等
）

参
加
士
業
：
税
理
士
、
行
政
書
士
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会

保
険
労
務
士

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
お
越
し

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

税
理
士
会
大
町
支
部
支
部
長	

曽
根
原
健
治

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２

−

３
８
４
３

ご
み
の
マ
ナ
ー
守
っ
て
い
ま
す
か
？

皆
さ
ん
ご
み
の
マ
ナ
ー
守
っ
て
い
ま
す

か
。白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
可
燃
物（
燃

え
る
ご
み
）
の
中
に
、
本
来
あ
り
え
な
い
物

（
Ｈ
鋼
、
布
団
、
針
金
等
）が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
は
見
つ
け
次
第
取
り
除
い

て
い
ま
す
が
、
１
０
０
％
取
り
除
く
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
数
年
前
に
は
バ
ー
ル
が
入
っ

て
い
て
、
多
額
の
機
械
補
修
費
が
か
か
り
ま

し
た
。
運
よ
く
突
発
事
故
停
止
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
主
要
機
械
に
大
規
模
損
傷
が
発
生
し

た
場
合
は
、
ご
み
受
入
れ
停
止
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
マ
ナ
ー
違
反
が
村

民
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
一
人
く

ら
い
な
ら
分
か
ら
な
い
か
ら
良
い
だ
ろ
う
。」

で
は
、
問
題
解
決
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
が
出

す
ご
み
で
す
。
意
識
を
高
く
持
ち
ご
み
を
見

つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。
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入 札 結 果
工　事　名 平成21年度

飯森駅公衆トイレ新築工事
平成21年度
村単舗装改良工事

平成21年度
ライブカメラ設置事業

平成21年度　白馬村歴史的古民
家看板製作・設置工事

入　札　日 平成21年9月7日 平成21年9月7日 平成21年9月8日 平成21年10月8日

場　　　所 白馬村字飯森 白馬村字青鬼 白馬村全域 白馬村字新田

落　札　者 ㈱宮尾建設 ㈱落田 ㈱NTTドコモ長野支店 ㈱電弘

落札決定額 ¥7,980,000（消費税含む） ¥30,450,000（消費税含む） ¥3,335,850（消費税含む） ¥4,252,500（消費税含む）

入札参加者

㈱宮尾建設 ㈲池田建設 ㈱大糸（辞退） ㈲吉田建設 ㈱NTTドコモ長野支店 ㈱信越 ㈱石原工務店

㈱平林工務店 ㈱リホーム白馬 姫川建設㈱ ㈱落田 東日本システム建設㈱ ㈱電弘 矢木コーポレーション

㈲彦工務店 中村工務店 ㈱宮尾建設 ㈱インテージ長野 中信測機㈱

㈱山田工務店 ㈱白馬三津野 ㈲長野安全サービス

実
り
の
秋

「
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
の
日
」

世
界
に
誇
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
豊
か

な
自
然
、
清
冽
な
水
と
空
気
か
ら
生
ま
れ
、

一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
が
認
定
し
た
「
北

ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
」（
農
産
物
や
こ

だ
わ
り
加
工
品
、
地
酒
、
ワ
イ
ン
な
ど
）
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
期
日

11
月
15
日
（
日
）　

11
時
〜
16
時

○
会　
　

場

す
ず
の
音
ホ
ー
ル
（
松
川
村
役
場
隣
り
）

○
イ
ベ
ン
ト
内
容

◆
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
弁
当

　

秋
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
販
売

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
品
や
地
元

特
産
物
を
食
材
に
し
た
「
北
ア
ル
プ
ス
山

麓
ブ
ラ
ン
ド
弁
当　

秋
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
を

格
安
で
販
売（
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

◆
ふ
れ
あ
い
市
場

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
品
の
生
産

者
が
ブ
ラ
ン
ド
品
を
語
り
、
消
費
者
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
行
う
ブ
ラ
ン
ド
品
の
Ｐ
Ｒ

と
即
売

◆
講
演
会
と
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
品

を
使
っ
た
逸
品
料
理
試
食
（
13
時
～
）

く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
総
料
理
長

の
仲
北
浩
一
氏
に
よ
る
、
北
ア
ル
プ
ス
山

麓
ブ
ラ
ン
ド
品
を
使
っ
た
様
々
な
料
理
を

創
作
す
る
上
で
の
課
題
や
期
待
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
と
、
仲
北
シ
ェ
フ

が
創
作
し
た
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド

品
を
使
っ
た
逸
品
料
理
の
無
料
試
食
会

○
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
農
畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド

運
営
委
員
会

北
安
曇
地
方
事
務
所
農
政
課
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３

−

６
５
１
１

新
規
ハ
ン
タ
ー
確
保
の
た
め
の

研
修
会
の
お
知
ら
せ

大
北
地
区
猟
友
会
で
は
、
次
の
日
程
で
新

規
ハ
ン
タ
ー
確
保
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
狩
猟
免
許
取
得
に
関
す
る

説
明
の
ほ
か
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
使
い
、
疑
似
体
験
用
の
銃
で
ク

レ
ー
射
撃
や
、
草
原
を
横
切
る
大
型
動
物
の

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
体
験
が
で
き
ま
す
。

狩
猟
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
っ
た
く
の
未

経
験
者
で
も
大
歓
迎
で
す
！

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
北
地
区
猟
友
会
事

務
局
（
北
安
曇
地
方
事
務
所
林
務
課
内　

電

話
２
３

−

６
５
１
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

11
月
７
日
（
土
）　

午
前
９
時
〜
11
時
半
頃

■
場　
　

所

大
町
総
合
射
撃
場
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11 月納期の税金
納期限 税目 期別

25日
国民健康保険税 第6期

後期高齢者医療保険料 第4期

10 月納期の税金
納期限 税目 期別

26日
村 県 民 税 第３期
国民健康保険税 第５期

後期高齢者医療保険料 第３期

10 月・11月納期の税金・保険料は上記の通りです。納期限に遅れないように納めましょう。
口座振替にされている方は、10月 26日・11月 25日に振り替えとなりますので、前日までに残高の確認をお願いします。

村長への意見・提言を募集しております
村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。
24時間皆さんの声を受け付けています。

■村長室直通 FAX　0261-72-4899
■白馬村役場 FAX　0261-72-7001
■電子メールアドレス
soncyo@vill.hakuba.nagano.jp
■白馬村行政ホームページ
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/
mayor/index.html

窓口満足度アンケート調査に
ご協力ください

白馬村役場では、各課のカウンターに「窓口満足
度アンケート調査用紙」を設置しています。窓口対
応に関するアンケートのほか、村政および村長への
意見・提言を記入することもできますので、ご来庁
の際にはご記入をお願いします。
※回収箱は村民ホール（役場正面玄関）に設置して
あります。

ウイング 21 ホール公演情報

 と　き　平成21年11月29日（日）
 　　　　14：00～（13：30開場）

 場　所　ウイング21文化ホール
 出演者　原田直之　高橋キヨ子
 　　　　吉川精一　林田麻友子 

◆チケットは10月26日（月）から発売します。
チケット料金表 大人（高校生以上）小人（中学生以下）

ウイング21
ホール友の会

1,500円
（当日,1500円）

500円
（当日500円）

一般 2,000円
（当日2,500円）

1,000円
（当日1,500円）

•公演中止の場合のほかは、返金または他の日のチケット等への交換はいたしません。
•ウイング 21ホール友の会員チケットは個人会員１枚、賛助会員は５枚まで購入
できます。教育委員会（白馬村役場内）もしくはウイング 21でお買い求めくだ
さい。
•未就学児もチケットが必要です。
•全席自由
•チケットには限りがありますので、お早めにお買い求めください。

◆プレイガイド
ウ イ ン グ 2 1 ／ 白 馬 村 教 育 委 員 会 ／ 明 寿 堂 ／ 福 島 書 店 ／
道の駅白馬／クリーンニングのアピア／北村時計店（小谷村）／
塩原書店（デリシア大町駅前店）
◆お問い合わせ
白馬村教育委員会　TEL 0261-72-5000（平日）
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自衛官を募集します衛官を募集します自衛官を募集します官を募集します衛官を募集します自衛官を募集します自衛官を募集します
防衛省では、次のとおり自衛官等を募集します。

募 集 科 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日
陸上自衛隊

高等工科学校生徒
中卒（見込含）
17歳未満の男子

平成21年11月1日
〜平成22年1月8日

1次試験：平成22年1月23日
2次試験：平成22年2月 6 日

賃費学生（技術） 大学の理学部・工学部の３・４年次
または大学院修士課程在学

平成21年12月1日
〜平成22年1月15日 平成22年1月31日

＊お問い合わせ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所（0263-36-2787）

住
む
ま
ち
の 

明
日
を
み
つ
め
て 

土
地
活
用

10
月
は
土
地
月
間
で
す

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
将
来
の

子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
、
土

地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
で
き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
何
よ
り
も
不
可
欠
な
の
は
住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎
年
10
月
を｢

土
地
月
間｣

と
し
、

普
及
・
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
『
住
む
ま
ち
の	

明
日
を
み
つ
め
て	

土
地
活
用
』
を
標
語

と
し
て
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
、
さ
ら
に
は
関
係
団
体
等
が
主
体

と
な
っ
て
、
全
国
的
な
普
及
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
豊
か
で

安
心
で
き
る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
こ

の
機
会
に
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/report/press/land01_hh_000005.htm

l

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
へ

長
野
県
財
務
事
務
所
で
は
、
多
額
の
借
入
に
悩
ん
で
い
る
方
の
無

料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
法
律
専
門
家
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
も
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省	

関
東
財
務
局	

長
野
財
務
事
務
所

（
長
野
第
２
合
同
庁
舎
５
階
）

＊
多
重
債
務
相
談
窓
口

電　
　

話　

０
２
６

−

２
３
４

−

２
９
７
０
（
直
通
）

受
付
日
・
時
間

　

月
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
及
び
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

家
庭
用
浄
化
槽
法
定
検
査
の

お
知
ら
せ

法
定
検
査
と
は･･･

浄
化
槽
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
検
査

で
、
浄
化
槽
管
理
者
で
あ
る
皆
さ
ん
が

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
の
一
つ

で
す
。

検
査
は
、
日
ご
ろ
行
わ
れ
て
い
る
保

守
点
検
や
清
掃
の
実
施
状
況
の
確
認
を

含
め
、
浄
化
槽
の
状
態
を
総
合
的
に
判

定
す
る
も
の
で
す
。

①
浄
化
槽
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か

②
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

検
査
は
知
事
指
定
検
査
機
関
の
㈳
長

野
県
浄
化
槽
協
会
が
行
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
営
業
施
設
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
た
だ
け
で
し
た
が
、
検
査
体
制
の
整

備
に
よ
り
家
庭
用
の
浄
化
槽
に
つ
い
て

も
検
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
者
に
は
検
査
日
の
入
っ
た
通

知
が
届
き
ま
す
の
で
、
検
査
の
際
は
立

会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
立
会

い
の
際
に
は
、
保
守
点
検
票
と
清
掃
記

録
票
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

検
査
手
数
料

１
回
５
，０
０
０
円

納
付
方
法
は
後
日「
郵
便
振
替
用
紙
」

で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
当
日
現
金
で

納
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

㈳
長
野
県
浄
化
槽
協
会

検
査
セ
ン
タ
ー
中
信
支
所

T
E
L	

０
２
６
３

−

４
７

−

７
８
５
１

白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課

T
E
L	

７
２

−
５
０
０
０

下
水
道
へ
接
続
を
！

下
水
道
法
及
び
村
下
水
道
条
例
で
、

下
水
道
接
続
可
能
区
域
で
は
供
用
開
始

の
日
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
区
域
内
で
浄
化
槽
を
お
使
い

の
皆
さ
ん
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課

T
E
L	

７
２

−

５
０
０
０

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ
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特定健診 
住民福祉課 国保係

白 馬 村 の 健 康

自分の腎臓のはたらき、どのくらいか知っていますか？
今回は今年から追加された検査項目（eGFR）について紹介します。

Q．eGFR（糸球体ろ過量）って何？　　A．腎臓の働きがどれくらいかがわかります

Q．そもそも慢性腎臓病って？

Q．なぜ健診では毎年 eGFRを計算するようになったの？

今年からeGFRという項目を追加しました。これは糸球体ろ過量といって、クレアチニン、性別、年齢によって計算され
ており、腎臓が１分間にどれくらい尿をつくる仕事ができるかの指標です。

eGFR は、年齢とともに自然と下がっていきます。

病名に限らず、腎臓の働きが慢性的に弱っている状態を「慢性腎臓病 (CKD)」と呼ぶようになりました。
日本では慢性腎臓病の人は成人 8 人に 1 人はいるだろうと推測されています。

【発症要因】
①生活習慣病 ･･･ 高血圧、糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、肥満・メタボリックシンドローム
②その他の原因 ･･･ 高齢、慢性腎臓病家族歴、腎機能異常、腎形態異常、薬物
(非ステロイト系消炎鎮痛剤等 )の常用、急性腎不全の既往、膠原病、感染症、
尿路結石など

※腎機能の低下には生活習慣病以外にも様々な要因があります。急激な低下が見られ
る方は、かかりつけ医、腎専門医、保健師にご相談ください。

①悪化するまで症状がない　　　　早く悪化を発見したい！
②生活習慣の改善や早期治療で悪化の予防が可能　　　　健診で危険の予測と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防ができる病気だから！
③透析患者の増加（特に糖尿病性腎症による）　　　　医療費の削減につながる！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1 人年間約 500 万円 )
④腎臓病の悪化に伴い、心血管疾患 ( 心筋梗塞や狭心症等 ) が起こりやすい　　　　心臓病予防にもつながる！
そのため、厚生省でも「健診などでeGFRをチェックして、早期に腎臓病を予防しましょう」ということを推奨しています。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/jinshikkan.html

一番太い線がその年齢で目標と
するeGFRの下がり方です。
みなさんはどうでしたか？
下がり方はどうですか？

例）eGFR100＝腎臓（糸球体）が全く傷ん
でないため、ほぼ100% 仕事ができる

　  eGFR60 ＝腎臓（糸球体）が傷んで、
60% 程度しか仕事ができない

　  eGFR20 以下＝症状や他のデータの
悪化と合わせて透析の導入が検討され
ます
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うつ病を疑うサイン
自分が気づく変化 周囲が気づく変化

①	悲しい憂鬱な気分、沈んだ気分 ①	以前と比べ表情が暗く、元気がない
②	何事にも興味がわかず楽しくない ②	体調不良の訴えが多くなる
③	疲れやすく元気がない(だるい) ③	仕事や家事の能率低下、ミスが増える
④	気力、意欲、集中力の低下を自覚する ④	周囲との交流を避けるようになる
⑤	寝つきが悪く朝早く目がさめる ⑤	遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する
⑥	食欲がなくなる ⑥	趣味や、スポーツ、外出をしなくなる
⑦	人に会いたくなくなる ⑦	飲酒量が増える　　　　　　 など
⑧	夕方より朝方のほうが気分体調が悪い
⑨	心配事が頭から離れず考えがどうどう
　	巡りする
⑩	失敗や悲しみ失望などから立ち直れ
　	ない
⑪	自分を責め自分は価値がないと感じる

　	など

自
殺
は
身
近
な
問
題
で
す

「
自
殺
な
ん
て
自
分
に
関
係
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
全
国
の
自
殺
者
は
11
年
連

続
で
３
万
人
を
超
え
、
長
野
県
内
で
も
年
間

５
０
０
人
以
上
の
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

〇
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結
果

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
、
様
々

な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
、
心
理
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
末
の
死
と
い
え
ま
す
。

〇
自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
の
直
前
に
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

自
殺
の
サ
イ
ン（
自
殺
予
防
の
十
か
条
）

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
数
多
く
認
め
る
場
合

は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

１
．う
つ
病
の
症
状
（
気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責

め
る
、
食
欲
低
下
、
不
眠
が
続
く
、
仕
事

の
能
率
が
落
ち
る
な
ど
）

２
．原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

３
．酒
量
が
増
す

４
．安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

５
．仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失

敗
を
す
る
、
職
を
失
う

６
．職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

７
．本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の（
職
、
地
位
、

家
族
、
財
産
）
を
失
う

８
．重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

９
．自
殺
を
口
に
す
る

10
．自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

〇
制
度
や
慣
行
の
見
直
し
や
相
談
・
支
援
体
制

の
整
備
・
充
実
と
い
う
社
会
的
取
り
組
み
と
、

う
つ
病
な
ど
の
適
切
な
治
療
に
よ
り
自
殺
を

防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は

悩
み
を
抱
え
込
み
な
が
ら
も

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

〇
自
殺
を
図
っ
た
人
が
、
精
神
科
医
等
の
専
門

家
に
相
談
し
て
い
る
例
は
少
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

〇
家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
人
は
、
自

殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
こ
の
気
づ
き
を
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

う
つ
病
の
対
応（
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
が

自
殺
防
止
の
第
一
歩
で
す
）

う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら

専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ

い
。
誰
か
が
付
き
添
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
治
療

「
薬
物
療
法
」「
精
神
療
法
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）」
が
基
本
で
す
が
、｢
休
養｣

も
大
切
で
す
。

か
な
り
の
う
つ
病
は
薬
で
よ
く
な
り
ま
す
。
薬

は
効
果
が
で
る
の
に
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
続
け
て
服
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

死
に
た
い
と
言
わ
れ
た
ら

も
し
も
誰
か
に
「
死
に
た
い
」
と
言
わ
れ
た

ら
、
驚
い
て
何
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
逆
に
、
何
と
か
し
よ
う
と
励
ま
し
た
り
、

説
得
し
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
相
手

に
は
受
け
と
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
む

な
し
さ
が
残
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

相
談
を
受
け
た
ら
、
次
の
こ
と
を
心
に
と
め

て
、
相
手
の
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
話
を
聴
き
、

共
感
す
る
こ
と
が
、
生
き
る
意
欲
に
つ
な
が
り

ま
す
。

●
話
を
は
ぐ
ら
か
さ
ず
、
慌
て
ず
に
時
間
を
か

け
て
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

●
本
人
を
責
め
た
り
、
叱
咤
激
励
し
た
り
、
世

間
一
般
の
常
識
を
押
し
付
け
た
り
す
る
こ
と

は
避
け
ま
し
よ
う
。

●
本
人
の
気
持
ち
は
、
生
と
死
の
間
で
激
し
く

揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

●
十
分
に
話
を
聴
い
た
上
で
、
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
人
、
い
な
く
な
っ
た
ら
悲
し
い
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
、「
自
殺
し
な

い
」
と
約
束
し
て
も
ら
う
こ
と
は
自
殺
予
防

に
有
効
で
す
。

●
不
眠
、
食
欲
低
下
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
死

に
た
い
気
持
ち
等
の
症
状
は
、
治
療
で
よ
く

な
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
十
分
に
話
を
聴
い
た
上
で
他
の
選
択
肢
に
つ

い
て
話
題
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
殺
の
危
険
が

迫
っ
て
い
る
時
に
は
専
門
家
に
受
診
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
資
料
】

内
閣
府
「
自
殺
総
合
対
策
大
網
」

長
野
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
製
作
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち
」

一人で悩まずにご相談ください
●こころの健康相談統一ダイヤル

（長野県精神保健福祉センター内）
TEL 0570-064556
（平日 9 : 30 〜 16 : 00）

●長野いのちの電話　　　TEL 026-223-4343
　松本いのちの電話　　　TEL 0263-29-1414

（午前 11 : 00 〜 22 : 00）
●こころの健康に関する相談
　大町保健福祉事務所健康づくり支援課

TEL 23-6527
　白馬村役場　住民福祉課保健係

TEL 72-5000（内線 162）

守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち
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①
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
概
念

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
は
粘
性
の
あ
る
細
菌

膜
で
、
そ
の
中
に
複
数
の
種
類
の
細
菌
が	

共
存
し
て
複
合
体
を
形
成
し
、
固
体
の
表

面
に
付
着
し
た
状
態
の
も
の
の
総
称
で

す
。
い
わ
ば
細
菌
が
共
同
生
活
し
て
い
る

集
合
体
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
は
自
然
界
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
、
川
底
の
石
の
表
面
や
、

排
水
溝
な
ど
の
ヌ
ル
ヌ
ル
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
台
所
の
流
し
に
あ
る
三
角
コ
ー
ナ
ー

を
汚
れ
た
ま
ま
し
ば
ら
く
放
っ
て
お
く
と
、

周
囲
に
ヌ
ル
ヌ
ル
と
し
た
も
の
が
付
着
し

ま
す
が
、
こ
れ
も
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
水
中
で
細
菌
が
繁
殖

し
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
形
成
し
た
も
の

で
、
水
で
流
し
た
だ
け
で
は
取
れ
ず
、
こ

す
り
洗
い
し
て
よ
う
や
く
取
り
除
け
る
ほ

ど
強
固
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
歯
の
表
面
に
も
形
成
さ

れ
、
そ
の
中
に
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因

菌
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
汚
れ

を
取
り
除
く
た
め
に
も
日
頃
か
ら
歯
の
お

手
入
れ
を
し
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

②
プ
ラ
ー
ク
と
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
は

日
常
で
見
か
け
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

は
、
台
所
や
お
風
呂
の
排
水
管
の
ネ
バ

ネ
バ
し
た
部
分
で
、
細
菌
が
菌
体
外
多
糖

と
い
う
物
を
作
っ
て
堆
積
し
た
非
常
に
取

り
に
く
い
細
菌
の
固
ま
り
で
す
。
歯
の
表

面
で
は
、
プ
ラ
ー
ク
（
細
菌
）、
で
す
が
、

プ
ラ
ー
ク
は
染
め
出
し
液
で
濃
い
赤
色
に

染
め
出
さ
れ
た
部
分
だ
け
と
思
う
人
が
多

く
、
染
め
出
し
が
弱
い
部
分
も
プ
ラ
ー
ク

で
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
プ

ラ
ー
ク
の
こ
と
を
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
い

う
言
い
方
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
誤
嚥
性
肺
炎
は
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
も
原
因

日
本
人
の
死
亡
率
で
肺
炎
は
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
90
％
以
上
が
老

人
で
、
そ
の
60
％
が
誤
嚥
性
肺
炎
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
嚥
下
機
能
の
低
下
し
た
高

齢
者
の
場
合
、
睡
眠
中
に
発
症
す
る
こ
と

も
多
く
、
口
腔
の
細
菌
や
逆
流
し
た
胃
液

が
誤
っ
て
気
管
に
入
り
や
す
く
な
り
誤
嚥

性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
口
の
中
の
細
菌
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
は
、
歯
肉
の
溝
に
付
着
し
た
細

菌
を
取
り
除
く
た
め
に
、
歯
石
除
去
な
ど

の
口
腔
ケ
ア
が
有
効
と
さ
れ
て
お
り
細
菌

の
バ
リ
ア
で
あ
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
取

り
除
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

（
提
供　

長
野
県
歯
科
医
師
会
）

第
10
回

歯
の
健
康
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
第
10
回
。
今
回
は
、

歯
の
汚
れ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
と
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

子
育
て
期
に
お
い
て
は
、『
早
寝
、
早

起
き
、朝
ご
飯
』が
大
事
と
い
わ
れ
、学
校
、

保
育
園
や
幼
稚
園
、
乳
幼
児
の
健
診
や
教

室
で
も
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
勧
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
だ
け
で
な
く
、
ど
の
世
代

に
お
い
て
も
大
事
で
す
が
、
高
齢
者
で
は

特
に
『
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
』
は
重

要
だ
と
、
高
齢
者
と
お
会
い
し
て
い
て
感

じ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に

実
施
し
て
い
る『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』

の
、『
今
日
が
何
月
何
日
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
』
の
質
問
に
『
は
い
』

と
答
え
る
方
が
、
比
較
的
若
い
70
歳
代
か

ら
で
も
、と
き
ど
き
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

仕
事
に
通
勤
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
少
な
く
な
り
が
ち
な
高
齢

期
に
は
、
毎
日
の
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を

み
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
印
を
つ
け
て
日
付

を
確
認
し
て
い
る
方
や
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
通
所
等
の
利
用
日
で
、
今
日
は
何

月
何
日
何
曜
日
か
を
、
意
識
し
て
暮
ら
し

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
こ
そ
、
早
く
起
き
て
朝

の
光
を
感
じ
、（
浴
び
ら
れ
た
ら
も
っ
と

よ
し
！
）
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
朝

ご
飯
、
昼
ご
飯
、
夕
ご
飯
の
３
度
の
食
事

を
柱
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
活
動
し
、
夜

が
ふ
け
る
前
に
寝
て
良
質
な
睡
眠
を
と
る

こ
と
は
、
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
や
介
護
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

逆
に
、
特
に
理
由
も
な
い
の
に
、
朝
起

き
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
な
ん
と
な
く
寝
床

に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
た
（
昼
寝
の
時

間
も
長
く
な
る
）、
食
事
も
食
べ
た
り
食

べ
な
か
っ
た
り
、
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
等

は
、
何
ら
か
の
疾
患
や
、
う
つ
傾
向
な
ど

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

主
治
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

何
年
か
後
の
な
り
た
い
自
分
の
た
め

に
、
現
在
の
自
分
の
生
活
機
能
…
暮
ら
す

力
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
様
の
介
護
、
権
利
擁
護
な
ど

の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
白
馬
村
役
場
庁
舎
内
）

T
E
L
（
直
通
）７
２

−

６
６
６
７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
高
齢
者
こ
そ
！ 

『
早
寝
　
早
起
き
　
朝
ご
飯
』

生
活
リ
ズ
ム
が
大
事
で
す
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開 設 日 時　間 場　所 連 絡 先
11月17日（火） 13:00〜15:00 ふれあいセンター 2 階福祉相談室 白馬村社会福祉協議会　72-7230

開 設 日 時　間 場　所 連 絡 先
2 月 9 日（火） 13:00〜15:00 ふれあいセンター 2 階福祉相談室 白馬村社会福祉協議会　72-7230

開 設 日 時　間 場　所 連 絡 先

11月19日（木） 10:00〜15:00 長野地方法務局　大町支局 22-0379	（電話での相談もお受けいたしま
す）

月　日 事 業 名 受付時間 対象になるお子さん
10月21日（水） 赤ちゃん健診（前期） 9 :15〜 9 :30 H21年 6 月生
10月26日（月） 2 ヵ月育児相談 9 :45〜10:00 H21年 8 月生
11月 5 日（木） 1歳半健診 13:00〜13:15 H20年 4 月〜H20年 5 月生
11月13日（金） 赤ちゃん健診 9 :15〜 9 :30 H21年 1 月生およびH21年 7 月生
11月19日（木） 離乳食教室 9 :45〜10:00 H21年 4 月生〜H21年 6 月生
11月30日（月） 2ヵ月育児相談 9 :45〜10:00 H21年 9 月生

月　日 事 業 名 受付時間 対象になるお子さん

10月27日（火） BCG 13:15〜14:15 H21年 5 月〜 7 月生
三種混合 初回 1 回　H21年 2 月生

10月28日（水） 麻しん・風しん 13:15〜14:15 1 期　H20年 7 月30日〜H20年10月28日生

11月25日（水） 三種混合 13:15〜14:15
初回 1 回　H21年 3 月〜H21年 7 月生
初回 2 回　H21年 2 月生
追加　初回 3 回をH20年11月までに接種した児

月　日 曜日 白馬村・小谷村 大町市内（内科・小児科） 大北一円（外科） 歯科医院
10月25日 日 しんたにクリニック 加藤診療所 大町総合病院 西澤歯科医院
11月 1 日 日 横沢医院 菊地クリニック 安曇総合病院 オクハラデンタルクリニック
11月 3 日 火 栗田医院 小野医院 狩谷整形外科医院 おだ歯科
11月 8 日 日 公済堂（北沢）医院 平林医院 栗林医院 グリーン歯科クリニック
11月15日 日 小谷村診療所 横澤内科医院 石曽根医院 あずみ野歯科
11月22日 日 しんたにクリニック 野村クリニック 大町総合病院 佐藤歯科医院
11月23日 月 白馬診療所 大町協立診療所 石曽根医院 いいざわ歯科医院
11月29日 日 横沢医院 伊東医院 狩谷整形外科医院 小谷歯科医院

月　日 行 事 名 開始時間 月　日 行 事 名 開始時間
10月22日（木）食育活動「おいしいもの食べよ」（2・3歳児対象） 11:00〜 11月 5 日（木）焼き芋大会（2・3歳児対象） 10:00〜

10月26日（月）
山崎先生と語る会
テーマ：親としての豊かな情愛を

「江戸時代の子育て」に学ぶ
10:00〜

11月 8 日（日）お父さんとあそぼう 10:00〜
11月 9 日（月）おはなし会 11:00〜
11月10日（火）食育活動「おいしいもの食べよ」（1歳児対象） 11:00〜

10月27日（火）1歳児リトミック 11:00〜 11月12日（木）食育活動「おやきを食べよう」（2・3歳児対象） 11:00〜
10月29日（木）2・3歳児リトミック 11:00〜 11月16日（月）丸山澄雄先生によるおはなし会「白馬の昔を聞こう」 10:45〜

11月 2 日（月）
山岸洋子先生による健康講座
心と体のリラクゼーション＆ストレッチ

（ウイング21多目的室）
10:00〜 11月24日（火）1歳児リトミック 11:00〜

11月26日（木）2・3歳児リトミック 11:00〜

開 設 日 時　間 場　所 担 当 者 連 絡 先
12月 4 日（金） 13:00〜15:00 ふれあいセンター 2 階福祉相談室 西澤	 大北圏域障害者総合支援センター	26-3855

開 設 日 時　間 電 話 番 号 主　催
11月11日（水）
11月18日（水） 17:00〜20:00 026-232-7499 長野県司法書士会

長野県青年司法書士協議会

各 種 相 談 日 程

1 0月〜 1 1月保健ガイド

■心配ごと相談
「どこでも・気軽に・利用しやすい相談所」を協力し合って開設していますのでご利用ください。秘密は固くお守りいたします。

■無料法律相談
不動産や裁判・相続など、法律に関する相談に松本市在住弁護士会の弁護士が応じます。秘密は守られますので、お気軽にお出かけください。

■女性と子どもの悩みごと（人権）相談所
夫からの暴力、離婚、いじめ、虐待、体罰など女性と子ども人権に関する心配ごとや悩みごとはありませんか。
女性の人権擁護委員、子どもの人権専門委員が相談に応じます。相談は無料で秘密は固く守られます。

■健診等. 場所：ふれあいセンター

■予防接種. 場所：ふれあいセンター

＊赤ちゃんマッサージの日程についてはホームページをご覧ください。
　http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/life_stage/born/baby_massage.html

■子育て支援ルーム. 〔10月〜11月の予定〕
行事予定

■休日当番医

■障害者総合支援センター出張相談
障がい者の方とそのご家族の方等のあらゆる相談に応じますので、お気軽にご利用ください。

■全国一斉労働トラブル110番
勤労感謝の日に向けて、働く人々が抱える職場内や会社とのトラブルに関する無料電話相談会を開催します。

※11月17日は司法書士が相談に応じます。
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著　者 書　　　名 請求記号
ハッピーネームファーザーズ 赤ちゃんに最高の名前をつける本　2009―2010　―名づけの本の決定版― 148ア
松本　市壽 ヘタな人生論より一休のことば　―逆境の日々をくじけずに生きてゆく知恵とは― 188マ
平　凡　社 昭和・平成史年表　新訂版　―昭和元年から平成20年までの近現代史― 210シ
牧山　桂子 次郎と正子　―娘が語る素顔の白洲家― 289シ
藤原　忠彦 平均年収2500万円の農村　―いかに寒村が豊かに生まれ変わったか― 318フ
葉上　太郎 日本最初の盲導犬 369ハ
羽田　道信 防災・救急に役立つ日用品活用法 369ハ
松田　忠徳 知るほどハマル!温泉の科学　―温泉の“癒し”にはワケがある― 453マ
枝元なほみ 圧力鍋のもっと絶品おかず　ヘルシー編　たっぷり野菜!デイリーに使える! 596エ
渡 邉 　 修 未病を治す薬膳酒　―自分で作る美味しいお酒― 596ワ

自分でできるリフォーム&修繕大百科　―決定版― 597ジ
徳岡　邦夫 おいしい野菜の見分け方 626ト
今野　良香 誰でもすぐにつくれる!売れる「手書きPOP」のルール 674コ
長門　裕之 待ってくれ、洋子 778ナ
大修館書店編集部 最新スポーツルール百科　2009　―ILLUSTRATED　SPORTS　RULES― 780サ
上坂　冬子 上坂冬子の老いの一喝 914カ
高橋のぶ子 うまくいかないのが恋 914タ
青木　新門 定本納棺夫日記 Fア
天野　節子 目線 Fア
磯崎憲一郎 終の住処 Fイ
北 村 　 薫 鷺と雪 Fキ

著者 書名 請求記号
青山　剛昌 名探偵コナン推理ファイル　日本史の謎　4 210メ4

アムネスティ・
インターナショナル日本

世界の子どもたちは今	 1、子ども兵士　―銃をもたされる子どもたち―
	 2、児童労働　―働かされる子どもたち―
	 3、子どもの人身売買　―売られる子どもたち―

367コ
366ジ
368コ

水木しげる ゲゲゲの鬼太郎とオベベ沼の妖怪 913ミ7

全国漢文教育学会
声に出そうはじめての漢詩	 １、自然のうた
	 ２、旅のうた
	 ３、生きかたのうた

921コ1
921コ2
921コ3

エミリー・ロッダ テレビのむこうの謎の国 933ロ
国松エリカ それからのおにがしま Eク
コマヤスカン あっぱれ!てるてる王子 Eコ
真珠まりこ もったいないばあさんのいただきます Eシ
ベン・シェクター おとうさん Eシ
てづかあけみ はじめてのうちゅうえほん Eテ

購入図書一覧（一般）

購入図書一覧（児童）

図
書
館
だ
よ
り
No.95

平成21年10月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

•
月
曜
日
　
祝
日

•
毎
　
月
　
最
終
金
曜
日（
館
内
整
理
休
館
日
）

　
　
　
　
　
→
祝
日
と
重
な
る
場
合
、休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

•
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

図書館の
開館時間 

午
前
　
9
時
〜
12
時

 

午
後
　
1
時
〜
6
時

 

昼
　
1
時
間
閉
館

■新着図書案内■

■図書館利用案内■
9 月 1 日より、今までの貸出券にかわり、利用者カード（リライトカード）による貸し出しとなりまし
たので、これまで図書館をご利用になっていた方も、改めてお申し込みが必要となります。
身分証明書（免許証、保険証等）を持参し、窓口にて、「図書館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小
学生以下の方は、保護者同伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください）
カード発行には、やむをえず、お時間をいただく場合があります。時間に余裕を持って、お申し込みい
ただきますよう、お願い申し上げます。
○お一人 10 冊まで、3 週間貸し出しできます
○館内のパソコンで、蔵書の検索と在庫状況の確認ができます
○ご家庭のパソコンで、蔵書の検索と在庫状況の確認ができます
• 白馬村行政ホームページ→公共施設→白馬村図書館→蔵書検索画面

―まだ利用者カードを受け取っていらっしゃらない方へ―
8 月までに事前申込書を提出された方で、利用者カードの受け取りがお済みでない方は、身分証明

書をご持参のうえ、ご来館ください。

■おはなしの会■
毎月第 2土曜日午前 10 時 30 分から　白馬村図書館児童ルームにて開催中です。
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姉妹都市コーナー

編集後記

有料広告欄

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

（この広告は白馬村広報等有料広告掲載要網に基づき掲載しています）

人口：9,155 人（前年比+３人）	 	 男：4,560 人　女：4,595 人　3,611 世帯
（平成 21 年 10 月 1 日現在）

河津町民体育大会
さわやかにスポーツの祭典開催

10 月 4 日、町最大のスポーツイベント「河津町
民体育大会」が秋晴れの好天気に恵まれ、河津中学
校グラウンドで行われました。町内の 23 の行政区
の旗がたなびくなか、参加者全員の大エアロビク
スを始めに、13 の種目に選手・役員・応援団など
2,500 人余りが参加し和気あいあいのプレーを繰り
広げました。老若男女がそれぞれの種目に参加し、
幼児の参加したアンパンマン競争（パンとり競争）
では幼児の愛らしさに笑みを浮かべたり、小学生
全員が参加した大玉ころがしでは勢いあまって転
倒する児童に心配な顔を見せたり、地区対抗リレー
では地区を代表しての真剣な走りに歓喜したりと、
大人も子どもも一喜一憂。年に一度の楽しいひと
時を過ごしました。お昼休みには、町体育協会体
育章の表彰と静岡県市町村駅伝大会出場へ向けた
結団式も行われました。

白馬は豊かな自然の中で四季を感じることができる、という話をよく耳にしますが、花々や草木、積雪を
目で楽しみ、寒暖の差を肌で感じ取ることができ、普段何気なく過ごしていても自然の移り変わりを感じる
ことができます。
ここ最近、白馬村では年間 80 前後の出生がありますが、生まれた赤ちゃんの名前にも、岳・嶺・崚・崇と
いった山の付く漢字や、“ 陽 ”、“ 輝 ”、“ 風 ”、“ 空 ”、“ 颯 ”･･･ 名前を聞くだけで白馬の緑ゆたかな風景を思
い浮かべることのできるお子さんが多く、お父さんお母さんはじめ家族の温かい愛情が伝わってきます。
最近では異常気象や温暖化が叫ばれ四季を感じにくくなってきていますが、日本、そして白馬ならではの
自然や四季を、こうした名前を授かった子、そしてその子へと大切に残していきたいものです。

2009年太地町大運動会

平成 21 年 9 月 27 日（日）太地小学校グラウン
ドにて小学校・幼稚園・保育所・町民合同運動会
が開催されました。
「走れ輝け	ゴールに向かって	一直線 !!」をス
ローガンに、児童や保護者、地域の方々が一体と
なり、競技や応援に夢中となって大いに盛り上が
りました。
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